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はじめに
　膵臓がんは、有効な早期診断のバイ
オマーカー（血液などから得られる指
標）がなく、画像診断の感度が低いこと
から早期発見が困難です。近年、地域
の連携病院と協力して「膵臓がんのリ
スク因子を有する患者さんを無症状
の段階から定期的に検査をする」診療
活動の有効性が報告されています。
　今年度から松山市民病院に肝胆膵
外科専門外来を開設し、地域医療機関
と連携した膵臓がん早期診断のため
の活動を消化器内科と共に開始しまし
た。その取り組みについてご紹介させ
ていただきます。

膵臓がんの疫学
腫瘍径1㎝以下の膵臓がんの5年生存
率は80％以上
　2022年の国の統計による部位別が
ん死亡数では、膵臓がんは男性で第4
位、女性で第3位でした。膵臓がん全体
の5年相対生存率は8.5％と予後不良
ですが、腫瘍径1㎝以下の膵臓がんで
は80％以上と報告されており、予後改
善のためには「手術が出来る小さな膵
がんをいかに早期に発見できるか」が
とても重要になります。

膵臓がんの危険因子
膵嚢胞、膵管拡張、糖尿病の悪化、膵
臓がんの家族歴は危険因子
　膵臓がんの危険因子としては、膵臓
がんの家族歴、糖尿病の新規発症や
悪化、肥満、慢性膵炎、喫煙、飲酒、膵
嚢胞（膵管内乳頭粘液性腫瘍：IPMN
など）、家族性膵がん家系（第一度近親
者（親子または兄弟姉妹）に2名以上
の膵臓がん患者さんがいる家系）など
が挙げられています。

膵臓がんの症状
3ｍｍ以上の膵管拡張、膵嚢胞など危
険因子を有する方は二次検査を
　膵臓がんの初発症状として、腹部の

が他疾患の経過観察中に異常を指摘
されたと報告されています。膵臓がん
の危険因子の糖尿病、喫煙、飲酒、肥満
（脂質異常症）などは肝臓病（脂肪肝
炎）や心血管系（動脈硬化）の危険因子
とも重なります。これらの危険因子を
有し近医を通院している患者さんは、
膵臓がんの検診も併せて行っていた
だきたいと思います。

さいごに
　膵臓がんは、早期に発見され治療で
きれば十分に根治が期待できる疾患
です。近年、手術手技の改善、有効な抗
癌剤の登場による集学的治療の進歩
により治療成績は向上しています。気
になる症状や所見を認めた場合は、当
院の消化器内科・肝胆膵外科の「膵臓
がん早期診断 病診連携窓口」までご相
談ください。

違和感、腹痛、黄疸、腰背部痛、体重減
少などが報告されていますが、早期の
膵臓がんは症状を認めないことが多
く、定期的に検診をうけることが大切
です。糖尿病を指摘されてから1年以
内の膵臓がん発生の相対リスクは
5.38倍と報告され、3年以内の膵臓が
ん発症は50歳以上では実に10倍と報
告されています。また、膵管拡張の目
安は3mmとされていますが、腹部エ
コー検査で膵嚢胞や膵管拡張を認め
た場合は、二次検査が推奨されます。

膵臓がん早期発見プロジェクト
松山市民病院の取り組み
　当院では、膵臓がん早期発見プロ
ジェクトとして、専用の診療情報提供書
を作成し、近隣の病院の先生方と共に
診療に当っております。かかりつけ医
の先生方に臨床症状、家族歴、膵炎の
既往の有無、糖尿病、血液検査、エコー
検査など関連する項目をチェックして
いただき、陽性項目が認められた場合
には当院にご紹介いただき、二次、三
次精査（CT検査、MRCP検査、超音波内
視鏡検査など）を行います。その後は
患者さんの検査結果に合わせて、ご紹
介していただいた先生と協力し継続
した 定 期 的フォローをしていく取り
組みです。

地域医療機関との連携の重要性
肝臓病や心血管系疾患で定期通院中
の方へ
　早期(Stage 0, Ⅰ期)膵臓がんの患者
さんは、半数以上（53.5％）の患者さん
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四季を感じられる中庭テラスを舞台に本格化した癒し・
ふれあいイベントは、地域住民やボランティアの皆様と
共に創り上げながら継続して開催してまいりました。

（教員をされていた患者さんのリクエスト）　　　　　　
　教え子さんが奏でる三味線・琴・唄を聴き「幸福感に包
まれた」と、とても喜んでいただけました。日本の伝統と
郷土文化の音色は、私達の心を満たし、物語のように人
生を語っているような不思議な魅力を感じました。

（河原アイペットワールド専門学校協力）　　　　　　　
　「入院後はじめて外に出て、大好きな犬に触れられて
幸せ」、「笑顔になった」、「癒された」など、安らぎの空間
になりました。

　　　　　　　　　
　昭和の歌が中心の愉快なバンドは、その時代の思い出
を心地よく蘇らせました。各々が、人生を楽しむかのよう
に心を弾ませ口ずさんでおられました。

お魚釣りや輪投げなど）　　　　
「外に行けないので良かった」

「子どもが楽しんでいるのを見
て嬉しい」等、夏の憩いの場と
なりました。ボランティアさん
手作りの小物等のプレゼントも
喜ばれました。

　（山本理事長＆西岡農園さんの協
力で農家直送のレンコンをプレゼント）
　穴が開いていて「見通しがよい」と言われるレンコンは
健康や幸運を願う意味が込められています。皆さんに喜
んでいただき、温かい交流のひとときとなりました。

（松山中央乳児保育園児による子ども神輿）　
元気いっぱいの子どもたちの姿に、多くの方が癒される
ひとときとなりました。

今後も、患者さんとそのご家族の癒しと心安らぐひととき
となるイベント展開に努めてまいります。　　

　2025年7月9日、当院にて厚生労働省高知労働局の方々
をお迎えし、令和7年度安全衛生に係る功労者に対する厚
生労働大臣表彰の伝達式を執り行いました。
　当院呼吸器内科顧問、呼吸器・アレルギーセンター長
の横山彰仁先生は、2010年8月1日から2025年3月31日ま
での14年7カ月間、高知労働局地方じん肺審査医として、
じん肺管理区分の決定に関わるX線写真やCT画像の読影
診断、石綿業務従事者の健康管理手帳交付にかかる事務
処理、さらに労災補償業務における所見・意見書の提供
など、多岐にわたりご尽力されました。その長年の功績を
称え、今回の受賞となりました。横山先生の今回の受賞を
心より祝すとともに、私たち職員一同も医療の質のさらな
る向上を目指して邁進してまいります。

厚生労働大臣功績賞 伝達式を執り行いました 愛媛県看護協会長表彰を受賞して
　消化器外科紹介
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https://www.matsuyama-shimin-hsp.or.jp/outpatient/
expert/kantansui/pancreas_renkei/

　2025年6月、愛媛県看護協会通
常総会において看護協会長表彰
という栄誉ある賞を賜り、身に余る
光栄に存じます。 
　長年にわたり看護の現場で多く
の方々と関わりながら、患者さん
の笑顔と回復を支えることが私の
原動力でした。 この表彰は、私一

人の力ではなく、諸先輩方のご指導と共に働く仲間や支え
てくださる皆様のおかげと深く感謝しております。 特に日々
の業務の中で、患者さんやご家族の方々との信頼関係を築
くことの大切さを実感し、それが私の看護観を育んでくれま
した。また、後輩看護師たちの成長を見守り共に学び合える
環境に恵まれたことも、私の大きな励みとなっております。
振り返ってみますと、臨床での看護実践は私の宝物です。 
　今後も初心を忘れず、地域医療の一端を担う者として、よ
り一層精進してまいりますので、どうぞよろしくお願いいた
します。
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